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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 産業能率大学 
設置者名 学校法人産業能率大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間 

・ 

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

経営 

経営 
夜 ・

通信 

－ 

14 

2 16 13  

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
夜 ・

通信 
2 16 13  

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

現代ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
夜 ・

通信 
4 12 16 13  

現代ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
夜 ・

通信 
－ 14 14 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/subjects/pdf/daigaku_jitsumukeiken.p

df 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/subjects/pdf/daigaku_jitsumukeiken.pdf
https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/subjects/pdf/daigaku_jitsumukeiken.pdf


- 2 - 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 産業能率大学 
設置者名 学校法人産業能率大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/admin/organiza/outline.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社役員 
2020.6.1～ 

2022.5.31 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 株式会社役員 
2020.6.1～ 

2022.5.31 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 株式会社役員 
2020.6.1～ 

2022.5.31 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 産業能率大学 

設置者名 学校法人産業能率大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

＜通学課程＞ 

【授業計画書（シラバス）の作成過程】 

すべての授業科目について統一した書式の詳細な授業計画書（シラバス）を作成している。

授業計画書（シラバス）は、「授業の目的」「授業の概要」併せて実務経験のある教員等に

よる授業科目のみ「担当教員の実務経験」と「実務経験に基づく項目」を設けている。ま

た、「ディプロマ・ポリシーの中の重視する項目」「科目の到達目標」「前提となる履修科

目」「成績評価の方法」「使用テキスト」「課題の提示」「毎回の授業項目・概要・授業外学

修」などの項目から構成しており、各担当教員に作成の依頼をしている。各担当教員が作

成した授業計画書（シラバス）を事務職員や学部の教学委員会等で確認し調整したうえで

内容を確定している。複数の担当者で行う授業も、科目主務者を定め、授業計画書（シラ

バス）に基づいて同一の内容・方法で実施している。 

【授業計画の作成・公表時期】 

次年度の授業計画書（シラバス）の作成は、次年度が始まる 3 ヶ月前の 1月から作成して

いる。 

公表に関しては、新年度になる 4月に大学のホームページに掲載し、公表をしている。 

＜通信教育課程＞ 

【授業計画書（シラバス）の作成過程】 
授業計画書（シラバス）は、「科目の概要」「担当教員の実務経験等」「科目の到達目標」「ス

クーリング講義計画」または通信授業の場合「テキストの読み方」「成績評価の方法」など

の項目から構成しており、通信教育教学委員会による授業計画書（シラバス）点検結果お

よび科目別教員ミーティングでの検討結果を反映させ、各担当教員が作成した授業計画書

（シラバス）を事務職員が確認したうえで内容を確定している。 

【授業計画の作成・公表時期】 

次年度の授業計画書（シラバス）の作成は、次年度が始まる 6 ヶ月前の 10 月から作成し

ている。公表に関しては、年度末に大学のホームページに掲載し、公表をしている。 

授業計画書の公表方法 

ホームページによる公表 
＜通学課程＞ 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/subjects/ 

＜通信教育課程＞ 

https://www.sanno.ac.jp/tukyo/learn/university/syllabus_d.html 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/subjects/
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（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

＜通学課程＞ 
授業計画書（シラバス）に記載された成績評価方法に基づいて適正に評価して単位の付与、

履修を認定している。 

成績評価方法として、授業出席、授業外学習、小テスト、提出課題等の評価項目から成績

評価を行い、この成績評価方法は授業計画書（シラバス）に記載し、学生に明示している。 

＜通信教育課程＞ 

授業計画書(シラバス)に記載された成績評価方法に基づいて適正に評価して単位の付与、

履修を認定している。 

《通信授業》 

成績評価方法として、リポート課題を提出し、60点以上であれば科目修得試験を受験する

ことができ、その科目修得試験が 60 点以上であれば合格となる成績評価を行っている。

なお、この成績評価方法を授業計画書(シラバス)に記載し、学生に明示している。 

《通学スクーリング》 

成績評価方法として、講義途中で理解確認のための試験またはレポートを実施する「授業

に取り組む姿勢」と講義内容の理解の確認として実施する「最終試験」の２つの評価項目

から成績評価を行っている。なお、この成績評価方法を授業計画書(シラバス)に記載し、

学生に明示している。 

《メディア授業》 

成績評価方法として、授業各回の講義動画視聴等の学修の後に最終試験を受験することが

でき、この最終試験が 60 点以上であれば合格となる成績評価を行っている。なお、この

成績評価方法を授業計画書(シラバス)に記載し、学生に明示している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

＜通学課程＞ 

【ＧＰＡ等の客観的な指標の具体的な内容】 
成績評価基準として GPA制度を導入している。各学期に履修した授業科目の単位数にグ

レードポイントを乗じ、その合計を各学期の成績評価された単位数の合計で除してい

る。 

＜各評価のグレードポイント＞Ｓ＝５,Ａ＝４,Ｂ＝３,Ｃ＝２,Ｄ＝１,Ｆ＝０ 

＜計算式＞ＧＰＡ＝（単位数×グレードポイント）の和÷評価済単位数 

【客観的な指標の適切な実施】 
GPA 制度に基づき履修指導を行っている。また、入学時からの通算の GPA が 1.5 以上であ

ることを進級・卒業要件としている。学期の GPA が 1.5 未満または修得単位 10 単位以下

となった学生に対しては、指定期間に本人及び保証人(保護者等)との面談･指導を行う。 

＜通信教育課程＞ 

【ＧＰＡ等の客観的な指標の具体的な内容】 
通信教育課程では成績評価基準として GPA（Grade Point Average）制度を導入してい

る。科目修得試験や面接授業（スクーリング）などにより評価が確定した授業科目の単

位数にグレートポイントを乗じ、その合計を対象科目の単位数の合計で除している。 

＜各評価のグレードポイント＞Ｓ＝４,Ａ＝３,Ｂ＝２,Ｃ＝１,Ｆ＝０ 

＜計算式＞ＧＰＡ＝（単位数×グレードポイント）の和÷評価済単位数 

【客観的な指標の適切な実施】 
GPAの客観的な指標を適切に活用し、成績評価を実施している。また、学生が iNetCampus

（在学生ポータルサイト）で成績を確認できる「学修状況連絡表」や「成績証明書」に GPA

を表示している。 
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客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページによる公表 
＜通学課程＞ 

（GPA制度）

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/gpa.html 

（成績評価の算出方法）

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/schoolgrades.html 

＜通信教育課程＞ 

（GPA制度）

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/gpa.html 

（成績評価の算出方法）

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/schoolgrades.html 
４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
＜通学課程・通信教育課程＞ 

【卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）の具体的な内容】 
本学は卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を学部・学科ごとに定めている。

学部・学科ごとに定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）には到達目標

がそれぞれ掲げられており、その到達目標には 5つの項目（①知識・理解②思考・判断③

関心・意欲④技能・表現⑤態度）を設けている。学生には卒業するまでに身につけてほし

い能力レベル、意識レベルとして当該項目を定めている。 

【卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）の適切な実施状況】 
卒業認定に際して、学生は以下の要件を満たしていることが必要である。 

① 授業計画書（シラバス）記載の到達目標で定めている能力レベル、意識レベルが到達

していること。 

② 本学が定めている卒業までに必要な卒業要件単位数を通学課程では 128単位、かつ入

学時からの通算の GPA が 1.5 以上であること。また、通信教育課程では 124 単位を修

得していること。 

卒業判定の手順については、上記の要件を満たす学生について教授会において意見を

徴し、最終的に学長が決定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ホームページによる公表 
＜通学課程・通信教育課程＞ 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/diplomapolicy/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/gpa.html
https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/schoolgrades.html
https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/schoolgrades.html
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 産業能率大学 

設置者名 学校法人産業能率大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/admin/finance/finance.html 

収支計算書又は損益計算書 ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/admin/finance/finance.html 

財産目録 ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/admin/finance/finance.html 

事業報告書 ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/admin/finance/finance.html 

監事による監査報告（書） ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/admin/finance/finance.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/compliance/self_evaluation.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/compliance/evaluation.html 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 

 

 
学部等名 経営学部 （経営学科、マーケティング学科） 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページによる公表

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/purpose.html） 

（概要） 

［経営学科］ 

経営に関する知識とスキルを修得し、社会において活躍するビジネスパーソンを育成する。 

［マーケティング学科］ 

マーケティングに関する知識とスキルを修得し、社会において活躍するビジネスパーソン

を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページによる公表

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/diplomapolicy/ba.html） 

（概要） 

【学位授与方針】 

経営学部の各学科の教育課程を学修して、各学科が定める到達目標を達成し、卒業に必要

な修得単位の要件を満たす学生に、学士（経営学）の学位を授与する 

※［経営学科］［マーケティング学科］の卒業の認定に関する方針は大学のホームページ

（上記の URL）に掲載。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/cp/ba.html） 

（概要） 

経営学部経営学科、マーケティング学科では、学位授与方針に定める到達目標を達成し、

経営に関する知識とスキルを修得し、社会において活躍するビジネスパーソンを育成する

ために、次のような方針に沿って教育課程を編成し、能動的学習を重視して実施する。 

1.学位授与方針の到達目標を達成するため、体系的・順次性のある教育課程を編成する。 

2.学位授与方針の到達目標と関連づけながら、授業科目区分、授業科目、授業方法・形態、

授業科目の到達目標及び学修内容を定める。 

3.学位授与方針の到達目標を達成できるよう、卒業に必要な単位について授業科目区分ご

とに必修、選択を適切に定める。 

4.シラバスを通じて、各授業科目の到達目標、学修内容、学位授与方針の到達目標との関

連（評価の観点）、成績評価の方法、事前・事後学習の内容などを周知する。 

5.単位制度を実質化し、各授業科目の到達目標を実現するため、授業時に事前・事後の課

題を明示し、学習指導を行う。 

6.シラバス点検及び授業評価を通じて、各授業科目の点検・評価を行い、教育内容・方法

の改善に努める。 

7.授業科目ごとに定められた成績評価の方法に基づき、厳格な成績評価が行われているか

どうかの点検・評価を行う。 

8.FD・SD 活動を通じ教職員間の共通理解を形成する。 

※［経営学科］［マーケティング学科］に関する授業科目区分ごとの学修内容と能力開発

の目標は大学のホームページ（上記の URL）に掲載。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページによる公表      
https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/admissionpolicy/ba.html 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/admissionpolicy/ba.html
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（概要） 
【学士課程で培う能力と求める学生像】 

産業能率大学では、マネジメントに関する知識とスキルを、実践の場で活用することで、

社会において活躍できる人材の育成を目指すとともに、自己の将来キャリアを設計し、そ

の達成のために意欲的に困難に立ち向かう力を培います。 

上記の能力向上のために、本学では、教養科目を広く学ぶことで政治・経済・文化等の社

会の動きを掴み、専門教育として、経営理論科目と実践科目を相互補完的に学ぶことで、

実践力（課題発見、分析、実行、評価、振り返り）を修得します。 

そのために、入学希望者には、次の資質を求めます。 

・経営学部で学んだ知識とスキルを実践の場に応用する意欲を有している 

・高等学校段階における基礎的な学習内容を理解している 

・グローバル化している社会の動きに高い関心を持っている 

・自分の将来キャリアを真剣に考え、常に向上心を持っている 

・主体的に課題を発見し、他者と協働して取り組むことができる 

【入学者選抜の基本方針】 

産業能率大学では、求める学生像との適合度をはかるために、多様な入試制度を展開して

います。すべての入試に共通するのは、高等学校段階までの学習課程における基礎的な知

識を修得していることがあげられます。また、学校行事、部活動等に対し主体的かつ意欲

的に取り組んでいることを基本としています。 

※［経営学科］［マーケティング学科］の入学者の受入れに関する方針は大学のホームペ

ージ（上記の URL）に掲載。 

 

学部等名 情報マネジメント学部 （現代マネジメント学科） 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページによる公表

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/purpose.html） 

（概要） 

［現代マネジメント学科］ 

マネジメント力を発揮して社会の様々な分野において活躍する人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページによる公表

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/diplomapolicy/im.html） 

（概要） 

【学位授与方針】 

情報マネジメント学部の教育課程を学修して、学科（通学課程）が定める到達目標を達成

し、卒業に必要な修得単位の要件を満たす学生に、学士（マネジメント）の学位を授与す

る。 

※［現代マネジメント学科］の卒業の認定に関する方針は大学のホームページ（上記の URL）

に掲載。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/cp/im.html） 

（概要） 

情報マネジメント学部現代マネジメント学科では、学位授与方針に定める到達目標を達成

し、マネジメント力を発揮して社会の様々な分野において活躍する人材を育成するために、

次のような方針に沿って教育課程を編成し、能動的学習を重視して実施する。 

1.学位授与方針の到達目標を達成するため、体系的・順次性のある教育課程を編成する。 

2.学位授与方針の到達目標と関連づけながら、授業科目区分、授業科目、授業方法・形態、

授業科目の到達目標及び学修内容を定める。 

3.学位授与方針の到達目標を達成できるよう、卒業に必要な単位について授業科目区分ご

とに必修、選択を適切に定める。 

4.シラバスを通じて、各授業科目の到達目標、学修内容、学位授与方針の到達目標との関

連（評価の観点）、成績評価の方法、事前・事後学習の内容などを周知する。 
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5.単位制度を実質化し、各授業科目の到達目標を実現するため、授業時に事前・事後の課

題を明示し、学習指導を行う。 

6.シラバス点検及び授業評価を通じて、各授業科目の点検・評価を行い、教育内容・方法

の改善に努める。 

7.授業科目ごとに定められた成績評価の方法に基づき、厳格な成績評価が行われているか

どうかの点検・評価を行う。 

8.FD・SD 活動を通じ教職員間の共通理解を形成する。 

※［現代マネジメント学科］に関する授業科目区分ごとの学修内容と能力開発の目標は大

学のホームページ（上記の URL）に掲載。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページによる公表      
https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/admissionpolicy/im.html 

（概要） 
【学士課程で培う能力と求める学生像】 

産業能率大学では、マネジメントに関する知識とスキルを、実践の場で活用することで、

社会において活躍できる人材の育成を目指すとともに、自己の将来キャリアを設計し、そ

の達成のために意欲的に困難に立ち向かう力を培います。 

上記の能力向上のために、本学では、教養科目を広く学ぶことで政治・経済・文化等の社

会の動きを掴み、専門教育として、経営理論科目と実践科目を相互補完的に学ぶことで、

実践力（課題発見、分析、実行、評価、振り返り）を修得します。 

そのために、入学希望者には、次の資質を求めます。 

・情報マネジメント学部で学んだ知識とスキルを実践の場に応用する意欲を有している 

・高等学校段階における基礎的な学習内容を理解している 

・グローバル化している社会の動きに高い関心を持っている 

・自分の将来キャリアを真剣に考え、常に向上心を持っている 

・主体的に課題を発見し、他者と協働して取り組むことができる 

【入学者選抜の基本方針】 

産業能率大学では、求める学生像との適合度をはかるために、多様な入試制度を展開して

います。すべての入試に共通するのは、高等学校段階までの学習課程における基礎的な知

識を修得していることがあげられます。また、学校行事、部活動等に対し主体的かつ意欲

的に取り組んでいることを基本としています。 

※［現代マネジメント学科］の入学者の受入れに関する方針は大学のホームページ（上記

の URL）に掲載。 

 

学部等名 情報マネジメント学部 （現代マネジメント学科〔通信教育課程〕） 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページによる公表

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/purpose.html） 

（概要） 

［現代マネジメント学科］ 

マネジメント力を発揮して社会の様々な分野において活躍する人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページによる公表

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/diplomapolicy/im.html） 

（概要） 

【学位授与方針】 

情報マネジメント学部の教育課程を学修して、学科（通信教育課程）が定める到達目標を

達成し、卒業に必要な修得単位の要件を満たす学生に、学士（マネジメント）の学位を授

与する。 

※［現代マネジメント学科〔通信教育課程〕］の卒業の認定に関する方針は大学のホーム

ページ（上記の URL）に掲載。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/cp/ce.html） 
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（概要） 

情報マネジメント学部現代マネジメント学科通信教育課程では、学位授与方針に定める到

達目標を達成し、マネジメント力を発揮して社会の様々な分野において活躍する人材を養

成するために、次の方針に沿って教育課程を編成し実施する。 

1.学位授与方針の到達目標を達成するため、体系的・順次性のある教育課程を編成する。 

2.学位授与方針の到達目標と関連づけながら、授業科目区分、授業科目、授業方法・形

態、授業科目の到達目標及び学修内容を定める。 

3.学位授与方針の到達目標を達成できるよう、卒業に必要な単位について授業科目区分ご

とに適切に定める。 

4.学位授与方針の到達目標を達成できるよう、主体的・能動的な学修を促し、学習指導・

支援を行う。 

5.シラバスを通じて、各授業科目の到達目標、学修内容、学修方法、成績評価の方法など

を周知する。 

6.シラバス点検及び授業評価を通じて、授業の点検・評価を行い、教育内容・方法の改善

に努める。 

7.授業科目ごとに定められた成績評価の方法に基づき、厳格な成績評価が行われているか

どうかの点検・評価を行う。 

8.FD・SD 活動を通じ教職員間の共通理解を形成する。 

※［現代マネジメント学科〔通信教育課程〕］に関する授業科目区分ごとの学修内容と能

力開発の目標は大学のホームページ（上記の URL）に掲載。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページによる公表      
https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/admissionpolicy/ce.html 

（概要） 
産業能率大学は建学の精神のもとに、広く世界に目を向け、他者の意見を尊重し、誠実な

人格の形成に努力する人材を育成します。マネジメントの思想と理念をきわめ、修得した

知識や知見、理論を自己の枠内にとどめることなく、実践の場に移しうる能力を涵養しま

す。そのために高度な専門知識を基盤とし、課題を発見し、解決する意欲と能力を備え、

主体的に行動できる人材を育成します。 

情報マネジメント学部現代マネジメント学科通信教育課程は、学ぶ意欲のある、幅広い年

齢層、様々な職業の方に、大学での学びの環境を提供することを前提とし、次のような人

材を受け入れます。 

・マネジメントの知識とスキルを学び、学んだことを実践の場に活用する意欲のある人  

・社会の動きに関心を持ち、さまざまな視点から考え、課題を設定して取り組む意欲のあ

る人 

・自分のキャリアに対する意識を持ち、生活と仕事のバランスを考えた学習計画を立てら

れる人 

・人の意見を聴くことと、自分の意見を述べることのできる人  

・社会や大学のルールを守り、一緒に学ぶ学友等、他の人への気配りをもって行動できる

人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページによる公表 
https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/bo.html 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － 1人 

経営 － 45人 10人 6人 0人 0人 61人 

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

（通信教育課程を含

む） 

－ 

25人 6人 0人 0人 0人 31人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 360人 360人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/faculty/ba/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

大学の活動方針のひとつとして、FDの積極的展開を明示しており、全学的な FD活動を推進するためにテ

ーマ別に具体的な項目を設定して取り組んでいる。FD 実施計画は、学長諮問委員会として設置されてい

る FD委員会において審議・検討し、学長に答申している。また、定期的に FD研修会を開催しており、原

則として全専任教員が参加している。 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a-1.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等（通学課程） 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

経営 480人 589人 122.7％ 1,920人 2,381人 124.0％ 0人 0人 

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 330人 411人 124.5％ 1,320人 1,567人 118.7％ 0人 0人 

合計 810人 1,000人 123.4％ 3,240人 3,948人 121.8％ 0人 0人 

（備考） 

 

a-2.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等（通信教育課程） 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

通信教育課程 500人 

   

 71人 14％ 4,000人 3,623人 91％ 1,000人 578人 

合計 500人 71人 14％ 4,000人 3,623人 91％ 1,000人 578人 

（備考） 
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b-1.卒業者数、進学者数、就職者数（通学課程） 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

経営 
515人 

（100％） 

1人 

（  0.2％） 

486人 

（  94.4％） 

28人 

（  5.4％） 

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
330人 

（100％） 

1人 

（  0.3％） 

314人 

（  95.2％） 

15人 

（  4.5％） 

合計 
845人 

（100％） 

2人 

（  0.2％） 

800人 

（  94.7％） 

43人 

（  5.1％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

アイリスオーヤマ株式会社、アスクル株式会社、医療法人IMSグループ、株式会社ぐるなび、 

サイバーエージェント株式会社、住友林業株式会社、綜合警備保障株式会社、ソフトバンク株式会社、 

日本生命保険相互会社、日本ヒューレット・パッカード株式会社、野村證券株式会社、 

株式会社日立システムズエンジニアリングサービス、株式会社富士通エフサス 

（備考） 

 

 

c-1.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項）

（通学課程） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

経営 
578人 

（100％） 

488人 

（  84.4％） 

45人 

（7.8％） 

39人 

（6.7％） 

6人 

（1.0％） 

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
377人 

（100％） 

316人 

（83.8％） 

18人 

（4.8％） 

42人 

（11.1％） 

1人 

（0.3％） 

合計 
955人 

（100％） 

804人 

（84.2％） 

63人 

（6.6％） 

81人 

（8.5％） 

7人 

（0.7％） 

（備考） 

 
c-2.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項）

（通信教育課程） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

通信教育課程 

1,185人 

（100％） 

841人  

（  71.0％） 

158人 

（  13.3％） 

 65人 

（  5.5％） 

121人  

（  10.2％） 

合計 
1,185人 

（100％） 

841人 

（  71.0％） 

158人 

（  13.3％） 

65人 

（  5.5％） 

121人 

（ 10.2％） 

（備考） 
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⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

＜通学課程＞ 

すべての授業科目について統一した書式の詳細な授業計画書（シラバス）を作成している。授

業計画書（シラバス）は、「授業の目的」「授業の概要」併せて実務経験のある教員等による

授業科目のみ「担当教員の実務経験」と「実務経験に基づく項目」を設けている。また、「デ

ィプロマ・ポリシーの中の重視する項目」「科目の到達目標」「前提となる履修科目」「成績

評価の方法」「使用テキスト」「課題の提示」「毎回の授業項目・概要・授業外学修」などの

項目から構成しており、各担当教員に作成の依頼をしている。各担当教員が作成した授業計画

書（シラバス）を事務職員や学部の教学委員会等で確認し調整したうえで内容を確定している。

複数の担当者で行う授業も、科目主務者を定め、授業計画書（シラバス）に基づいて同一の内

容・方法で実施している。 

＜通信教育課程＞ 

授業計画書（シラバス）は、「科目の概要」「担当教員の実務経験等」「科目の到達目標」「ス

クーリング講義計画」または通信授業の場合「テキストの読み方」「成績評価の方法」などの

項目から構成しており、通信教育教学委員会による授業計画書（シラバス）点検結果および科

目別教員ミーティングでの検討結果を反映させ、各担当教員が作成した授業計画書（シラバス）

を事務職員が確認したうえで内容を確定している。 

次年度の授業計画書（シラバス）の作成は、次年度が始まる 6 ヶ月前の 10 月から作成してい

る。公表に関しては、年度末に大学のホームページに掲載し、公表をしている。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

＜通学課程＞ 

成績評価基準として GPA制度を導入しており、当該制度に基づき履修指導を行っている。入

学時からの通算の GPA が 1.5 以上であることを進級・卒業要件としている。学期の GPAが

1.5未満または修得単位 10単位以下となった学生に対しては、指定期間に本人及び保証人

(保護者等)との面談・指導を行う。 

＜通信教育課程＞ 

成績評価基準として GPA制度を導入しており、GPA の指標を適切に活用し、成績評価を実施し

ている。また、学生が iNetCampus（在学生ポータルサイト）で成績を確認できる「学修状況連

絡表」や「成績証明書」に GPAを表示している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

経営 
経営 128単位 有・無 44単位 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 128単位 有・無 44単位 

情報ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
現代ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 128単位 有・無 44単位 

現代ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

(通信教育課程) 
124単位 有・無 44単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/gpa.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：ホームページによる公表 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/ 

eduability/evaluationresults.html 

 

 

 

 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/
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⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ホームページの各ページ 
（付属施設）：https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/ 

（学生相談室、保健室等）：https://www.sanno.ac.jp/students/life/ 

（図書館）：https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/library/ 

 

公表方法：入学案内（冊子）→大学ホームページから入手可能 
https://frompage.pluginfree.com/weblish/frompage/5523408660/index.shtml?rep=1 

<通信教育課程> 

https://www.sanno.ac.jp/tukyo/feature/about/siryou.html 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

経営 
経営 

772,000円 318,000 円 270,160円 

施設設備整備費・諸経費・ｵﾘｴﾝ

ﾃｰｼｮﾝ諸費・保険料・後援会

費・学生会費 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 

情報ﾏﾈｼﾞ 

ﾒﾝﾄ 

現代ﾏﾈｼﾞ 

ﾒﾝﾄ 

情報ﾏﾈｼﾞ 

ﾒﾝﾄ(通信

教育課程) 

現代ﾏﾈｼﾞ 

ﾒﾝﾄ 200,000円 30,000円 10,000円 書類選考料 

※ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ経費 19,000 円・保険料 4,660円は 1年次のみ徴収する。 

※4年次のみ校友会費 10,000円を徴収する。 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜通学課程＞ 

学生の修学に係る支援に関する取組としてアカデミック・アドバイザー制度を整えており、

学生一人ひとりの履修状況と成績を把握し、個別面談を行い履修登録時や学期中の助言・指

導を行っている。学期末には、成績不振の学生に対して面接指導や保証人を交えての三者面

談を行い、安易な留年者や退学者を出さないように対応をしている。これらの面談指導の内

容は、アカデミック・アドバイザー指導記録（学生面談記録）に記録して学部長に提出して

おり、支援状況が共有されている。さらに、学修や成績に関する不安、疑問や悩みの相談を

受けた時に支援やアドバイスを行うために「学習支援センター」を設けている。学生からの

相談を受けるだけではなく、支援が必要な学生に対してアカデミック・アドバイザーが学習

支援センターと連携して指導している。学修支援を充実させるための取り組みとして、学習

支援センターに学修支援スタッフの活動である「Shares」を発足させ、自由が丘キャンパス

及び湘南キャンパスでは学生が企画・立案して実施する年間の活動を教職員が支援してい

る。 

＜通信教育課程＞ 

新入生に対しては、学習ガイダンスを入学期（４月期と 10 月期）ごとに東京（自由が丘キャ

ンパス）、大阪、名古屋の３都市において教職員がチームを組んで実施している。また、在

学生に対しては、学習を進める上での相談や悩み事には、通信教育事務部の窓口や面接授業

の会場で職員や教員が対応するとともに、郵便や電話、Ｅメールなどの通信手段を用いた相

談も随時受け付けている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 
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（概要） 

進路選択に係る支援に関する取組として、自由が丘キャンパス及び湘南キャンパスの両キャリ

アセンターが中心となり課外の支援も実施している。2 年次後学期から学生一人ひとりに担当

職員を配置し、個別相談に適宜対応できる体制を整えている。学生の進路支援を個別にサポー

トしていく体制は、以後最終的に進路を確定させるまで継続する。 

また、自由が丘キャンパス及び湘南キャンパスの両キャリアセンターが企画運営するキャリ

アガイダンスも各学部の学生に対応しながら実施している。低学年を対象とした、大学生活を

充実させる必要性と就職活動の概要について理解を促すもの、実際の就職活動に臨んでいく 3

年生を対象とした各種準備への対応方法を解説するもの、4 年次の内定を得ていない学生を対

象とした内定獲得支援など、就職活動の基本から実践に至る指導と支援を、集団・個人双方に

向けて継続して行っている。 

＜通信教育課程＞ 

社会人学生の社会的・職業的自立に関する支援として、授業科目「転職・再就職とキャリア

デザイン」を開設している。また、大学編入学志願者への「入学相談」を担当教職員が対応

している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜通学課程＞ 

学生の心身の健康等に係る支援を行う取組として、自由が丘・湘南の両キャンパスに保健室

と学生相談室を設けている。 

保健室には、病気や怪我への対応、感染症の拡大防止、薬物乱用の防止対応等を目的として

看護師の資格を持つ常勤職員を各キャンパスに 1 人ずつ配置している。また、毎年、学部通

学課程の全学生を対象として学校保健安全法に基づく定期健康診断を実施し、再検査が必要

な学生については、必要に応じて校医に相談する等の対策を講じて継続的なフォローを行っ

ている。 

学生相談室には、両キャンパスともにカウンセラー（非常勤）を置き、学生のメンタルケア

に対応している。 

キャンパスごとの相談窓口を掲載した「学生生活スタートブック」を制作し、新入生のガイ

ダンスにおいて配付することで、大学生活における安全管理の指導に役立てている。 

＜通信教育課程＞ 

学生の健康管理面やメンタル面での支援を行う体制の一貫として、心身に課題を持つ学生が科

目修得試験の受験や面接授業を受講する際は、｢学習支援申請書｣にて事前に通信教育課程に申

請するよう指導している。当該申請書の内容を確認し、科目修得試験の受験や面接授業の受講

に支障がないよう、十分配慮している。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページによる公表 

■教育力向上の取り組み（ＦＤ活動） 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/eduability/ 

 

■授業評価制度 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/eduability/evaluation.html 

 

■教育開発研究所年報 

https://www.sanno.ac.jp/undergraduate/about/eduability/annual.html 

 

 

 


